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表2.1.9
・遺伝⼦型の列の上から7⾏⽬を「Dce/Dce 」→
「Dce/dce 」に修正。修正箇所を⾚字で⽰す。

補⾜：Rorの表現型になる遺伝⼦型は，まれな遺伝
⼦型を除けば，①Dce/Dce または②Dce/dce のど
ちらかになる。⽩⼈ではD陰性の頻度が⾼いため，
②の⽅が圧倒的に多いことが知られている。
 ⼀⽅，⽇本⼈ではRorの頻度も低く，遺伝⼦型に
ついての詳細な報告例もないため明確にはわかって
いない。
 ⽇本⼈では⽩⼈と⽐べてD陰性頻度が低いことか
ら，⽩⼈とは異なる可能性も考えられるが，現時点
では，R1rやR2rと同様に暫定的に⽩⼈と同じ遺伝⼦
型と考え，②Dce/dce に訂正した。

⇒

JAMT技術教本シリーズ『輸⾎・移植検査技術教本 第2版』（2刷）お詫びと訂正・修正

 本書の記述に間違いがございましたため，謹んでお詫び申し上げますとともに，ここに訂正申し上げます。

該 当 箇 所 内 容
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2.1.1 ABO，Lewis，I⾎液型
右カラム，上から17⾏⽬

⾎漿（⾎清）中の不規則な抗体（抗A1，抗B），唾液中の型物
質の有無，

⇒
⾎漿（⾎清）中の不規則な抗体（抗A1，抗B），唾液中の型物
質の有無，

11 表2.1.7 ＊2 A2B3およびA2Bでは抗A1を保有する場合がある。 ⇒ ＊2 A2B3およびA2Bでは抗A1を保有する場合がある。

13

表2.1.9
・遺伝⼦型の列の上から7⾏⽬を「Dce/Dce 」→
「Dce/dce 」に修正。修正箇所を⾚字で⽰す。

補⾜：Rorの表現型になる遺伝⼦型は，まれな遺伝
⼦型を除けば，①Dce/Dce または②Dce/dce のど
ちらかになる。⽩⼈ではD陰性の頻度が⾼いため，
②の⽅が圧倒的に多いことが知られている。
 ⼀⽅，⽇本⼈ではRorの頻度も低く，遺伝⼦型に
ついての詳細な報告例もないため明確にはわかって
いない。
 ⽇本⼈では⽩⼈と⽐べてD陰性頻度が低いことか
ら，⽩⼈とは異なる可能性も考えられるが，現時点
では，R1rやR2rと同様に暫定的に⽩⼈と同じ遺伝⼦
型と考え，②Dce/dce に訂正した。

⇒

184
10.6.3 DAT陽性患者における
輸⾎⽤⾎液製剤の選択
右カラム，下から12⾏⽬

同種抗体の特異性に対する抗体をもたない⾚⾎球製剤を選択す
る。

⇒
同種抗体の特異性に対する抗原をもたない⾚⾎球製剤を選択す
る。

65

図4.2.3
・「⽣理⾷塩液」「LISS溶液」⻘いしずくを1つ
に
・「陽性」プレート〇の位置ずれを修正

⇒

JAMT技術教本シリーズ『輸⾎・移植検査技術教本 第2版』（1刷）お詫びと訂正・修正

 本書の記述に間違いがございましたため，謹んでお詫び申し上げますとともに，ここに訂正申し上げます。

該 当 箇 所 内 容

65

図4.2.2
・「LISS溶液」⻘いしずくを1つに
・「⾚⾎球抗原固相プレート」〇の位置ずれ修正
・「洗浄指⽰⾚⾎球分注」両側のプレート〇の位置
ずれ修正

⇒



221
12.2.3 ⾎液製剤の品質管理
右カラム，下から13⾏⽬

3⽇以内に抗⽣物質や鎮痛解熱剤の服⽤や注射を受けた⼈は，
感染症や薬物の悪影響を考慮し献⾎を断られる場合がある。

⇒
3⽇以内に抗⽣物質や鎮痛解熱剤の服⽤や注射を受けた⼈は，
感染症や薬物の影響を考慮し，原則として献⾎できない。

222
12.2.3 ⾎液製剤の品質管理
左カラム，上から2⾏⽬

また，Ｂ型肝炎ワクチン接種後は，ＨＢs抗原検査が陽性と判
定される可能性が⾼いため，４週間献⾎できない。

⇒
また，Ｂ型肝炎ワクチン接種後は，ＨＢs抗原検査が陽性と判
定される可能性が⾼いため，2週間献⾎できない。

222
12.2.3 ⾎液製剤の品質管理
左カラム，上から5⾏⽬

抗ＨＢsヒト免疫グロブリンを単独またはＢ型肝炎ワクチンと
併⽤した⼈，また，狂⽝病ワクチンを接種した⼈は１年間，

⇒
抗ＨＢsヒト免疫グロブリンを単独またはＢ型肝炎ワクチンと
併⽤した⼈は６カ⽉，また，動物咬傷後に狂⽝病ワクチンを接
種した⼈は１年間，

222
12.2.3 ⾎液製剤の品質管理
左カラム，上から11⾏⽬

１カ⽉以内に発熱を伴う⾷中毒様の激しい下痢をした⼈は，エ
ルシニア菌などの感染の危険性があるため献⾎できない。

⇒
１カ⽉以内に発熱を伴う⾷中毒様の激しい下痢をした⼈は，病
原性⼤腸菌などの感染の危険性があるため献⾎できない。

222
12.2.3 ⾎液製剤の品質管理
左カラム，下から2⾏⽬

他⼈の⾎液や体液に曝露された可能性のある⼈，すなわち，注
射器の回し打ち，消毒不良によるピアス，刺⻘，

⇒
他⼈の⾎液や体液に曝露された可能性のある⼈，すなわち，注
射器の回し打ち，他⼈と共⽤した器具によるピアス，刺⻘，

222
12.2.3 ⾎液製剤の品質管理
右カラム，上から4⾏⽬

肝臓病，腎臓病，糖尿病，結核，性病，ぜんそく，アレルギー
疾患などの既往歴を有する⼈や治療中の⼈は，

⇒
肝臓病，腎臓病，糖尿病，結核，性感染症，ぜんそく，アレル
ギー疾患などの既往歴を有する⼈や治療中の⼈は，

222
12.2.3 ⾎液製剤の品質管理
右カラム，上から7⾏⽬

過去にＢ型肝炎ウイルスキャリアと診断された⼈や，がんの既
往がある場合は，原則として献⾎できない。

⇒
過去にＢ型肝炎ウイルスキャリアと診断された⼈は献⾎できな
い。がん（造⾎器腫瘍は除く）の既往がある場合は，根治的治
療終了後，再発なく５年経過するまで献⾎できない。

222
12.2.3 ⾎液製剤の品質管理
右カラム，上から9⾏⽬

⾎液疾患，⼼臓病，脳卒中，てんかんなどについては，献⾎者
の健康保護の⽬的で献⾎はできないことになっている。

⇒
⾎液疾患，⼼臓病，脳卒中，てんかんなどについては，献⾎者
の健康保護の⽬的で，原則として献⾎はできないことになって
いる。

222
12.2.3 ⾎液製剤の品質管理
右カラム，下から1⾏⽬

世界保健機関（ＷＨＯ）が指定しているマラリア流⾏地域に1
年間，

⇒
⽶国疾病予防管理センター（ＣＤＣ）が指定しているマラリア
流⾏地域に1年間，

222
12.2.3 ⾎液製剤の品質管理
最下部，⽤語欄

世界保健機関（World Health Organization；WHO） ⇒
⽶国疾病予防管理センター（Centers for Disease Control and
Prevention；CDC）

223
12.2.3 ⾎液製剤の品質管理
左カラム，上から4⾏⽬

ヨーロッパ（英国も含む），サウジアラビアに1980年以降，
通算６カ⽉以上滞在した⼈は献⾎できない。

⇒
ヨーロッパ（英国も含む），サウジアラビアに1980年以降，
通算６ヵ⽉以上滞在した⼈は，滞在時期によっては献⾎できな
い。

223
12.2.3 ⾎液製剤の品質管理
左カラム，下から1⾏⽬

これら，5項⽬に該当する⼈は６カ⽉間献⾎できない。 ⇒
これら，5項⽬に該当する⼈は申告⽇より６カ⽉間献⾎できな
い。

223
12.2.3 ⾎液製剤の品質管理
右カラム，下から2⾏⽬

ヘモグロビン濃度や⾎⼩板数（成分献⾎の場合），⾎液型が検
査され，採⾎の可否と各⾎液型に合わせたラベル

⇒
ヘモグロビン濃度や⾎⼩板数（成分献⾎の場合）が測定され，
また⾎液型のオモテ検査が⾏われる。そして採⾎の適否が判定
され，各⾎液型に合わせたラベル

223
表12.2.6
・表の差し替え。修正箇所を⾚字で⽰す。

224
12.2.3 ⾎液製剤の品質管理
右カラム，下から3⾏⽬

⾎圧の変化により思わぬトラブルが発⽣する危険性があるた
め，

⇒
⾎管迷⾛神経反応（VVR）により思わぬトラブルが発⽣する危
険性があるため，

227

12.3.1 ⾃⼰⾎輸⾎の種類と特徴
・左カラム，上から5⾏⽬
・表12.3.1のタイトル
・最下部，⽤語欄

⾎管迷⾛神経反射 ⇒ ⾎管迷⾛神経反応

258
13.6.4 輸⾎関連ヘモジデローシス
右カラム，下から5⾏⽬

経⼝鉄キレート剤のデフェラシロクス（エクジェイド®）が開
発され，本格的な鉄キレート療法の実施が可能となった。

⇒
経⼝鉄キレート剤のデフェラシロクス（ジャドニュ®）が開発
され，本格的な鉄キレート療法の実施が可能となった。


